第　７回　６月　７日　コインとさいころ

乱数，確率分布、シミュレーション

コンピュータの機能のうちで、でたらめの数をつくることができます。電卓でもつくれますし、コンピュータゲームでは、重要な働きをすることはみなさんご存じでしょう。この表計算ソフトではこの機能を使って、分布のシミュレーションをします。

· 乱数　エクセルでは、０と１の間の数がでてきます。これを１０倍して、整数部分をとれば、０から９までの１０通りのでたらめの数がつくれます。

· 確率分布　コイン投げでは、等確率で１／２ずつの表と裏がでますが、これを変形した、p と　1-p  (0<p<1) の場合もつくれます。条件判定をつかって、もしでたらめの数が p より小ならば、１（これを表と考えます）とし、そうでなければ

0 (これを裏)　と定めればいいです。またより一般にさいころ投げをコンピュータの上で、仮想的に実現できます。[０,１] の区間を６個に等分すれば、１から６の数を対応させて、さいころの分布を作れます。またコイン投げでn枚投げたときの表のでた枚数は、２項分布にしたがうといいます。等確率であれば、横軸に枚数をとると対称な形になります。

★シミュレーション　一般の不確実に起こる事象をコンピュータの上で実現していく　ことをシミュレーションするといいます。クラスの委員を選出するときにもつかえます。

「ゼミナール」

1． コイン投げの２０回シミュレーションをしてみよう。

2． 結果を整理して，前回学習したヒストグラムにまとめ、グラフ表現してみます。

3． 回数を大きくして、３０回、５０回としてみます。時間があれば、１００回ぐらいまで試みてください。変化の傾向をつかむことができるでしょうか。

4． ２項分布のシミュレーションをします。５枚投げたとき、表のでた枚数を記録します。この操作を２０回行い、グラフに表します。５０回ぐらいもできたらしてみてください。

６５人のクラスから、３名の代表を選ぶことにします。このようなときにはどうしたら、よいでしょうか。
